
注）・本図は標準的な進め⽅を例⽰したものであり、個々の案件においては、その実態を反映し個別に計画する必要があります。
  ・耐震診断基準を⽤いて、ガイドライン調査における構造確認を⾏う場合には、特定⾏政庁の了解を得る必要があります。

既存建築物の改修等におけるBCJの各種調査の同時進⾏フロー例
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事業続⾏判断のタイミング
BCJが⾏う範囲

複数の調査を同時併行的に進めることが効率的

BCJでは、ワンストップで対応可能！

効率化の例

・複数の調査に必要な構造調査を1回に集約
・改修計画の成否に重⼤な影響のある事項を先⾏調査
・法⼿続きや補助⾦・融資申請などに多⾯的に対応


